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＜連絡事項＞

・本日より面会制限が解除となりますので対応してください。また、手洗い･手指消毒･うがい、マスクの着用等の標準予防対策を徹底してください。

・4/5(水)深澤Dr→田名部Drへ4/6(木)田名部Dr→深澤Drへ当直変更となりますので周知してください。

＜患者様連絡事項＞

・坂　貢様～多弁さあり、落着きないことから、安ヶ平Dr診察にてオランザピンOD(10)1T　

1×vds本日より以後定期処方にて8日分処方となる。

・櫻井　幸輔様～伊藤Drよりインスリン3/31まで継続の指示となる。

・本田　英之様～本人より希望があり、本日昼からご飯大盛りから普通盛りへ食事変更となる。

・安達　貴浩様～苛々時の継続指示ロラゼパム(0.5)1T　10回分処方となる。

・中市　正治様～血糖測定3/31まで継続。

・坂上　忠三郎様～血糖測定3/31まで継続。妻様面談希望していること深澤Drへ報告。4/12午前中で妻様へ連絡し、時間調整する。

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離中。開放観察実施(10:00～12:00、14:00～16:00)している。開放観察時、スタッフを気にし、ステーション内を見ることや女性スタッフへ話し掛けようとすることあるが問題行動なし。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行なっていく。

・池野　功一様～身体拘束中。準夜帯にて点滴漏れあり、刺し換え行なうがすぐに漏れてしまい、留置困難な状態。深澤Drへ報告し、本朝まで中止とし、経過観となっている。本日も刺し換え試みているが留置はできずにいる。食事はむせ込み･溜め込みなく全量～2/3程度摂取することできている。バイタルサインの異常はなし。引き続き、精神症状の観察を行い、日常生活への援助を行っていく。

＜要注目患者様＞

・新町　徳雄様～酸素飽和濃度95％以上キープすることできており、6:00酸素2L→1Lへ減量。減量後も酸素飽和濃度96～97％で経過。10:00体温38.0℃。クーリングにて対応している。大声を出すことは持続しており、夜間浅眠。

・附田　カチ様～食事は介助にて全量摂取し、むせ込み･溜め込みなし。バイタルサイン異常なく経過している。ケアに対する拒否や抵抗なし。

・坂　貢様～食事の声掛けするもまとまりなく話し、再三の促しに易怒的となっている。

多弁さ目立っており、他者を叩こうとする仕草みられている。本日より増薬

となっているため、精神症状の観察を行い、他者トラブルのないよう注意行なっていく。

・木村　格治様～本日、リハプロはないのかと訴えあり。スタッフの付き添いが困難であること説明するもしつこさみられている。興奮や易怒性はなし。

・中川原　義雄様～離婚の手続きのため、今週中に書類を持ってくるとのこと。家族より、本人へ直接伝えているが、目立った精神症状の悪化はない。

・犹守　裕太様～定期的に入浴はしているが洗身･洗髪等の状況不明であり、保清不十分さみられている。入浴時、洗身等の状況を観察していく。

・聖前　偉三郎様～寝具等の破損行為みられており、見守り･介入要している。

＜馬渡Dr診察＞

・坂本　恵様～連日頓服使用していることからルネスタ増薬となっている。また、アカシジア様の症状あり、オランザピンOD　17.5mg→15mgへ減量。プログラム導入許可となる。みちのく記念病院へ診療情報提供書送っているが前医が1週間程度不在とのことで返事は4/1以降になるとのこと。

・新町　徳雄様～本日、採血(セット3)実施。MRSAのため、抗生剤はバンコマイシンへ変更、カリウム値低値のため、アスパラK開始となる。

・附田　カチ様～南病棟への移動可。南山苑への申し込みがまだであるため、PSWより家族へ連絡していくこととなる。

・畠山　正治様～興奮等なく経過。家族へ連絡し、面会を促し、外出訓練行い、退院調整行なっていく。帰宅要求あるため、グラマリール2T→3T、ノイロビタンは止めとなる。

＜新入院患者様＞

氏　　名：前田　誠子様(26)

　生年月日：平成2年12月8日
　性　　別：女性

　病　　名：統合失調症

　病　　棟：東病棟Ｄユニット

　入院形態：任意入院

　主治医　：田名部Ｄｒ

　＜経過＞

　　中学生時より幻聴・妄想様の症状が出現し、八戸市立市民病院[精神科]へ受診。その後、他県での精神科通院を行なっていた。H24.6.13八戸へ帰郷のため、当院初診。H28年より愛知県へ在住、結婚して里帰り出産のため、H28.11.29帰郷。母に対し不穏となり、精神的治療も要していることからH28.12.15八戸市立市民病院へ紹介し入院。(～H29.2.6)

　　H29.3.8出産し、13日退院となるが、幻聴や妄想（盗聴器を仕掛けられている）等の訴えあり、苛々が出現。器物破損が続いており、子供に危害を与える可能性も考えられていた。H29.3.28本人が救急車要請し、父付き添いにて当院受診。本人からも入院治療同意が得られたため、東病棟Dユニットへ当院1回目の入院となる。

　-備考-

　入院時検査なし

　家族洗濯

　買い物カードなし

　持参薬使用しない

　入院期間は1ヶ月程度の予定

　

